
施策概要

効 果

◼ 予算額（国費）（加速化・深化分）

◼ 全国的な対策と効果
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【KPI①】大規模盛土造成地を有する約1,000市区町村における、安全性

把握調査に着手した市区町村の割合（％）

【KPI②】液状化ハザードマップ高度化の実施市区町村数（市区町村）

初期値

目標値

５か年加速化対策
R3 R4 R5

- 14億円 7億円

R6 R7 累計

3億円 6億円 30億円

大規模盛土造成地等の耐震化に向けた対策

【国土交通省】

11

大規模盛土造成地及び液状化のおそれのある地域において、地盤調査等を実施し、

安全性の確認・把握等を実施

地震時に地すべりや崩壊のおそれのある大規模盛土造成地の安全確保対策の実施

や、液状化被害のリスク周知及び各主体による液状化対策の実施に寄与

◼ 目標達成の見通し

① 個別宅地の事前対策
宅地所有者等による、個別宅地の

地盤改良等の対策

③ 公共施設やライフライン施
設に対する事前対策の是非の
検討や、対策優先度の検討を
行う。

リスクコミュニケーション

液状化被害事前対策の検
討ツールとしてハザード
マップを活用。

① 地域や個別宅地の液状化
被害リスクを確認し、個別の
事前の備えを促す。

液状化ハザードマップの高度
化を99市区町村で実施

R7末

（例）
② 公共施設の液状化防止工事

液状化ハザードマップ（高度化版）の表現の一例

地下水位低下工法

③ 公共施設と宅地の一体的な
液状化対策

特に必要な地区において、地下水
位低下工法等による公共施設と宅
地との一体的な対策工事を実施

大規模盛土造成地の安全性把握調査

大規模盛土が
存在するすべての
市区町村で完了

大規模盛土造成地の調査（第二次スクリーニング）

③安全性把握

現地でボーリング
による地盤調査等
を実施の上、地震
時に盛土に滑りが
発生する可能性を
計算（安定計算）

①造成年代調査

古い盛土ほど滑動崩
落が発生しやすい傾
向があるため、まず
造成年代を調査

②現地踏査等

現地で盛土の形状
や地盤・法面の変状、
地下水の湧水の状
況等を調査

滑動崩落防止工事

地震時の盛土の地滑り的崩壊・
変形を防止するため、地下水の
排除、盛土の滑動抑止杭、擁壁
の補強等の工事を実施。

安全性把握を行う優先順位を決める計画
（第二次スクリーニング計画）の作成

着手済： 98.8 ％
（ 980市区町村）

着手済： 96.1 ％
（ 953市区町村）

R7末 R7末

完了： 32.5％
（ 322市区町村）

完了： 98.1％
（ 973市区町村）

大規模盛土造成地滑動
崩落のイメージ

災害時の危険性
対策（ハード事業）

対策（ハード事業）宅地の液状化被害リスクの周知

「リスクコミュニケーションを取るため
の液状化ハザードマップ作成の手引き」
（R3.2公表）等により、液状化ハザード
マップを活用した被害事前対策の取り
組みを技術的に支援。

液状化ハザードマップの作成

宅地の液状化のイメージ

災害時の危険性

①土の粒子が互
いに支え合い、
その間を水が満
たして地盤を支
えている

②地震によって、
土 の 粒 子 の 結
合がなくなり、
水に浮いた状態
となる

③土の粒子は
水と分離し、地
盤の沈下や亀
裂が発生する

滑動崩落の
おそれがあ
る場合

対策を要
すると判
断される
場合

② 安全な避難路・緊急輸送道
路等を確認する。また、事前
対策を行うべき箇所の抽出や、
対策優先度の検討を行う。

：本施策における対策

※ このほか、加速化・深化分以外の予算も措置されている

対策 1

液状化ハザードマップの作成対策 2
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整備事例

81

事業費

事業の背景（地域の課題）

事業の内容

0.19億円 （うち５か年加速化対策（加速化・深化分）0.19億円）

現地踏査の結果、盛土等に変状が認められたことから、安全性把握調査を行い、滑動崩落のおそれがあるか判
断する必要がありました。

現地でボーリングによる地盤調査を実施の上、地震時における滑動崩落の可能性の判定を行う等、安全性把握
調査を実施しました。

地盤等の安全性を把握することで、

地震等による宅地被害の軽減・防止に寄与する

栃木県宇都宮市 大規模盛土造成地の

安全性把握調査等

栃木県宇都宮市

見込まれる効果
対策工事後

◼ 調査結果

大規模盛土造成地の安全性把握調査
（調査結果：滑動崩落の可能性あり）

全体地滑り面

変状位置を考慮したすべり面
（複合すべり）

地下水位

末端すべり面（円弧すべり）

末端すべり面（擁壁箇所）
（円弧すべり）

調査断面

地盤調査の状況

地すべりや崩壊のおそれのある大規模盛土造
成地について、地盤調査等による安全性の把握
や確認を行い、安全性が不足されると判断され
たことから、事前対策を行い、宅地被害の軽減・
防止につなげた。

写真方向

平面図

現場写真
（実施箇所）

◼ 大規模盛土造成地の全景


